
• 高齢者の引きこもり

• サロンの場所が無い

• 空き家を活⽤する場合、管理・運営⾯が難
しい

• 下駄履きでいつでも気軽に⾏けるサロンの
開設

地域ニーズ

• 少⼦化により利⽤が低下している公園に着目（市
内に135ヶ所の都市公園）

• 公園に仮設ハウスを設置し、サロン事業を展開

• わかば地区地域会議のモデル事業で実施。コンセ
プトは「誰でも気軽に来れるサロン」

モデル事業

【目的】
• 本事業への参加意識の醸成⇒「やる気！」「楽しみ！」
• 本事業で実施したいことの意⾒（アイデア）を出す
• 本事業に愛着を持ってもらう⇒サロン参加に繋がる

取組み（ワークショップの実施）

ワークショップ（5/26） ワークショップ（6/13） ワークショップの意⾒（5/26）

公園を活⽤した高齢者サロン① 資料４



●運営は週３⽇（⽉・⽔・⾦）９：00〜17：00 ※６/19〜11/上旬まで
●世話役（スタッフ）を常駐（３交代制／⽇）
●基本的に「コーヒー、お茶、ジュースの提供」「高齢者に限らず誰でも利⽤可能！」

実施内容

多世代
交流拠点

人と人の絆や繋が
りを⼤切にして、
地域や住⺠が元気
になる！
毎日の楽しい暮ら
しを地域みんなで
つくる！

目指す姿（将来像）

公園を活⽤した高齢者サロン②

新たな
公園の価値

資料４

平成29年7⽉6⽇ 北海道新聞（⽯狩版）


